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よう、本論文では解釈レベルの操作において複数の方法を用いた。第 4 章の実験 2、第 6




























































































































































































































































も特に時間的距離（第 4章、第 6章、第 7章、第 9章）と社会的距離（第 4章、第 5章）
に注目して議論を進めてきた。多くの先行研究においても、これら 2つが用いられている
こと、これら 2つの心理的距離は現実の消費者行動に対する応用可能性が高いことなどが
その理由である。しかしながら、心理的距離には、空間的距離や確率的距離なども存在す
る。したがって、今後は、残る他の心理的距離も含め、網羅的な議論を行っていく必要が
あるだろう。 
また、本論文では、個人特性としての解釈レベルについても注目しているが（第 8 章、
第 10章）、個人それぞれが有する解釈レベルと、心理的距離によって変化する解釈レベル
との関係をどのように捉えていくべきかについて、必ずしも十分な考察が行われていない。
もともと高次（または、低次）の解釈レベルを有した消費者が、心理的距離の遠い（また
は、近い）購買や消費を意識した際、彼らの解釈レベルにどのような変化が起きているの
かという点については、今後厳密に議論を行っていく必要があるだろう。 
以上の点は、今後研究を進めていくなかで、筆者が取り組んでいくべき課題であると考
えている。 
